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1 2017年企画の中間成果として、山﨑 功（助言） 東加代子 Ta Thi Huyen 清川千穂 田中佑実 「雲仙・島原史の多文
化研究――交易と信仰から地域振興の時代へ」『佐賀大学芸術地域デザイン学部研究論文集』第1号 2018年
2 稲垣栄洋『雑草が教えてくれた日本文化史――したたかな民族性の由来――』エイアンドエフ 2017年 214‐216ページ
3 関根達人『墓石が語る江戸時代――大名・庶民の墓事情――』吉川弘文館 2018年 島原地域の歴史性を踏まえた墓碑の悉
皆的調査成果のひとつとしては大石一久編『日本キリシタン墓碑総覧――南島原市世界遺産地域調査報告書』長崎文献社 2012
年がある。





















































7 たとえば Allan G.Grappard, Mountain Mandalas: Shugendo in Kyusyu, London: Bloomsbury, 2016.
8 神田高士「硫黄の道」大石一久編『日本キリシタン墓碑総覧――南島原市世界遺産地域調査報告書』長崎文献社 2012年
571‐533ページ
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第1部 雲仙・島原と家紋文化















































































44 山﨑 功（研究紹介），和田 奈緒，Peemmaphat BUARAPHA，出口智佳子
表1 雲仙・島原地域家紋分布
家紋名 数 家紋名 数 家紋名 数
1 丸に剣片喰 60 31 井桁に五瓜に剣片喰 2 61 五七の桐 1
2 五瓜に剣片喰 42 32 亀甲に木の字 2 62 七宝に四つ割り菱 1
3 丸に九枚笹 41 33 亀甲違い茶の実 2 63 隅立て角に梅鉢 1
4 丸に梅鉢 34 34 下り藤 2 64 隅立て角に剣片喰 1
5 丸に違い鷹の羽 17 35 源氏車 2 65 抱き花杏葉 1
6 丸に剣花菱 13 36 源氏輪に源氏車 2 66 繋ぎ隅立て四つ目 1
7 五瓜に花菱 11 37 剣花菱 2 67 二重丸に剣片喰 1
8 丸に隅立て四つ目 10 38 五瓜に梅鉢 2 68 上り藤に茶の実 1
9 五瓜に木の字 9 39 五瓜に剣花角 2 69 上り藤に四つ菱 1
10 丸に桔梗 9 40 五瓜に橘 2 70 丸に揚羽蝶 1
11 丸に木瓜 8 41 丸に釘抜 2 71 丸に酢漿草 1
12 五瓜に重ね三階菱 7 42 中輪に抱き沢瀉 2 72 丸に下り藤に九曜 1
13 丸に橘 7 43 丸に繋ぎ隅立て四つ目 2 73 丸に五瓜に木瓜 1
14 亀甲に一文字 6 44 丸に三つ扇 2 74 丸に五三の桐 1
15 五瓜に九枚笹 6 45 丸に三つ巴 2 75 丸に五つ丁子 1
16 五瓜に違い丁子 6 46 丸に結び四つ目 2 76 丸に三階松 1
17 五瓜に丁子巴 6 47 木瓜に木の字 2 77 丸に抱き花杏葉 1
18 丸に立葵 6 48 井桁に梅 1 78 丸に違い丁子 1
19 丸に蔦 6 49 井桁に蔦 1 79 丸に撫子 1
20 五瓜に唐花 4 50 井桁に丸に梅鉢 1 80 丸に上り藤 1
21 二重丸違い茶の実 4 51 扇 1 81 丸に上り藤に違い鷹羽 1
22 丸に笹竜胆 4 52 鐶酢漿草 1 82 丸に花菱 1
23 丸に茶の実 4 53 亀甲に一つ引 1 83 丸に林の字 1
24 梅鉢 3 54 九曜 1 84 丸に松皮菱 1
25 桔梗 3 55 五瓜に岩の角字 1 85 丸に三つ石 1
26 五瓜に違い鷹の羽 3 56 五瓜に梅 1 86 丸に三つ土佐柏 1
27 丸に五瓜に唐花 3 57 五瓜に桔梗 1 87 丸に山に霞 1
28 丸に二つ引 3 58 五瓜に違い茶の実 1 88 木瓜 1
29 丸に抱き茗荷 3 59 五瓜に蔦 1 89 木瓜に花角 1
30 丸に平四つ目 3 60 五瓜に三つ目菱 1
表2 家紋モチーフ
家紋名 数 家紋名 数 家紋名 数
1 酢漿草 108 13 蔦 8 25 杏葉 2
2 笹 47 14 唐花 7 26 桐 2
3 梅 43 15 文字 7 27 釘抜 2
4 菱・花菱 37 16 立葵 6 28 巴 2
5 鷹の羽 21 17 源氏車 4 29 星 2
6 目結 18 18 引両 4 30 石 1
7 木の字 14 19 竜胆 4 31 柏 1
8 丁子 14 20 扇 3 32 蝶 1
9 桔梗 13 21 花角 3 33 撫子 1
10 茶の実 12 22 藤 3 34 松 1
11 木瓜 10 23 茗荷 3 35 松皮菱 1


























































































































外郭名 数 外郭名 数
1 丸 261 7 木瓜輪 3
2 五瓜輪 106 8 上がり藤 2
3 外郭なし 19 9 井桁 2
4 亀甲 11 10 源氏輪 2
5 井桁 5 11 七宝 1
6 二重丸 5
図1 表1にあたる家紋図14










































15 Surapol Damrikul, “San-Ku Archaeological Site, Doi Pui Hill: Sacred Site of Wasuthep Hermit”. Journal of Fine Art, Vol 5 No 1,




出典：Google (n.d.) [Google Maps of Doi Sthep Area]. Retrived March 1, 2019, from http://goo.gl/maps/MXuwwu5THht
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mai”, International Conference on Research and Design in Architecture and Related Fields 2016
18 Thin Ratkanok (1969). ”A history and Sociology research about Boluang Lawa tribe village”. History department, Faculty off
Humanities, Chiangmai University, 1969, pp.9-10
19 The Fine Arts Department, the History of Doi-Suthep Temple. Chiang Mai, Thailand. Published in the occasion of Kathin Cere-





























20 Asa Kumpha (2012). “Pu Sae Ya Sae with the Ritual of Spirit Worship of Chiang Mai”. Suranaree Journal of Science and Tech-
nology Vol.6 No.2. p.99-122





































21 Nutakarn Treerabavornrakul, “Influence of Lanna Folklores on Sculpture of Mom in Northern Provinces of Thailand”, Journal
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CERNING THE RELICS FOR THE YEAR OF BIRTH FOR THE BUDDHISTS IN PRAE PROVINCE”, Graduate School Ma-
hachulalongkornrajavidyalaya University, master thesis, 2011.
23 ”Citizen pray to Doi-suthep and Kruba in order to win back the sacred mountain” 2018, August 25, Komchadluek News. Re-
trieved from : http://www.komchadluek.net/news/regional/340780
24 Sopha Chanamul, “Kruba Srivichai ”Tonbun”of Lanna (1878-1936 C.E.)” MA Thesis, History Division, Thammasat University,
1991.
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study of the renovation Monasteries in Lanna”, MA Thesis, Mahachulalongkornrajavidyalaya University, 2012.
26 片岡樹「山地からみたブンチュム崇拝現象」『東南アジア研究』第53巻第1号、2015年7月
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2015.
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条院を再建、仏教と神道を中心とした山岳信仰が再興され、明治にいたるまで再び神仏混淆の土地として
続いた。1872年、明治政府の神仏分離令により神道と仏教が分けられた。奉祀していた修験者（山伏）ら
も還俗するように通達を受け、現在の温泉神社、満明寺一条院などにいたっている。
雲仙岳は日本初のリゾート地として、初の国立公園として認定を受けるなど現在の第三次産業の先進的
なモデルとしての側面が強いが、それは「お山」への信仰と複雑な宗教的背景の歴史の上に立つものであ
ると言える。
おわりに――雲仙岳と多良岳
本稿では、根井氏の先行研究を基礎として雲仙の山岳信仰の成り立ちを、初出文献等をもとに辿り、神
仏習合後の姿と有馬氏による迫害の様子を概観した。現在は、観光リゾート地として、国立公園としての
観光的側面の強い雲仙であるが、それは、これまで見てきた宗教の歴史的背景を利用しながら形成されて
いったものであると言える。
また、最後に雲仙岳の山岳信仰と佐賀の多良岳の山岳信仰について言及し、今後の調査に繋げたい。本
地垂迹説から、雲仙岳の温泉神社は金剛界曼荼羅の五智如来として位置付けられている。その思想からす
ると多良岳は、大日如来の慈悲により人の悟りを育む世界とする胎蔵界に位置すると言われる。多良岳に
は千手院宝円寺や行基が開いた金泉寺があった。金泉寺を中心とする多良岳の修験道は、16世紀頃、キリ
シタン大名であった大村純忠（1533－1587）によって、寺社破壊の被害を受けた記録が残っている34。雲
仙山岳修験の信仰をより理解するために、今後、金剛界と胎蔵界の両界曼茶羅を同時に検討し、胎蔵界と
して位置づけられる多良岳も併せて調査を進めていきたい。
34 フロイス『日本史』9巻より。
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